
鍬
を
持
つ
手
が
 

き
ま
っ
て
る
 

'  
草をとるなら、・ま争墳jさ受索静、し 

シンボルマーク 

毎
号

と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
お
役
に
之

ち
ま
す
。
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人口と世帯 前月比 

男 	23,527 	(-121) 
女 	26, 137 	(-153) 

世帯数 16,575 
(3月31日現在 住民基本台帳） 
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こ
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で
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さ
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き

と

お

役

に
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遊
び
は
、子
ど
も
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
 

ー
競
達
灘
輪
繊
中
鷲
 

大
鷺
＜
な
暴
鷲
／

ー
ー
 

遊
び
の
館
 

「児
童

館
」
っ
て
ご
存
知
で
す
かo
 

市
内
に
は
、
八
カ
所
に
児
童
館
が
あ
り
ま
す
。
 

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童
（
い
く
じ
児
童
館
の
み
幼
児
か

ら
）
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
の
学
区
の
子
供
で
も
、
好
き
な
児
童
館
へ
遊

び
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

児
童
館
に
は
常
時
一
一
人の
厚
生
員
が
居
て
、
危
険
の
無
い
よ
う
観

察
し
な
が
ら
、
子
供
達
を
自
由
に
遊
ば
せ
て
い
ま
す
。
 

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

・
す
べ
り
台

・
大
き
な
積
木
・
鉄
棒

・
ブ
ラ
ン
コ
 

・

砂
場
・
習
字

・
絵
画
・
手
芸

・
料
理
・
ゲ
ー
ム
・
時
に
は
「
お
な

じ
み
会
」
と
か
「
子
ど
も
の
日
を
祝
う
会
」
と
か
で
、
や
き
そ
ば

・

お
寿
司
な
ど
、
楽
し
い
食
事
会
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
 

市
児
童
館
連
合
会
の
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
・
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
 

・

ミ
ニ
バ
ス
な
ど
、
ス
ポ
ー
ッ
大
会
も
楽
し
み
の
、
ひ
と
つ
。
 

さ
、
み
ん
な
、
外
へ
出
て
、
友
達
と
、
遊
ぼ
う
／
 (

 

遊
び
は
、
子
ど
も
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

!
麓
濃
の
ゆ

岱
中
で

大
器
く
譲
る
つ
/
!

遊
び
の
館

「
児
童
館
」
っ
て
ご
存
知
で
す
か
。

市
内
に
は
、
八
力
所
に
児
童
館
が
あ
り
ま
す
。

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童
(
い
く
じ
児
童
館
の
み
幼
児
か

ら
)
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
の
学
区
の
子
供
で
も
、
好
き
な
児
童
館
へ
遊

び
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

児
童
館
に
は
常
時
二
人
の
厚
生
員
が
居
て
、
危
険
の
無
い
よ
う
観

察
し
な
が
ら
、
子
供
達
を
自
由
に
遊
ば
せ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
す
べ
り
台
・
大
き
な
積
木
・
鉄
棒
・
ブ
ラ
ン
コ

.
砂
場
・
習
字
・
絵
画
・
手
芸
・
料
理

・
ゲ
ー
ム

・
時
に
は
「
お
な

じ
み
会
」
と
か
「
子
ど
も
の
日
を
祝
う
会
」
と
か
で
、
や
き
そ
ば
・

お
寿
司
な
ど
、
楽
し
い
食
事
会
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

市
児
童
館
連
合
会
の
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
・
キ
ッ
ク
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル

・
ミ
ニ

パ
ス
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
楽
し
み
の
、
ひ
と
つ
。

さ
、
み
ん
な
、
外
へ
出
て
、
友
達
と
、
遊
ぼ
う
/
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大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
で
遊
ぶ
の
が
好
 

き
で
す
。
他
に
も
い
ろ
ん
な
も
の
 

が
あ
っ
て
、児
童
館
っ
て
楽
し
い
。
 

今
日
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
だ
け
ど
、
 

い
つ
も
は
み
ん
な
で
野
球
で
す
。
 

児
童
館
は

一
年
の
時
か
ら
来
て
る

け
ど
、
い
つ
も
楽
し
い
。
 

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
 

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
、か
ん
け
り
、
 

み
ん
な
楽
し
い
で
す
。
 

ブ
ロ
ッ
ク
あ
そ
び
、
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
、
す
べ
り
台
、
み
ん
な
、
面
白

い
。
 

斎藤 全くん 
(1年生） 

中川富士雄くん 
(6年生） 

戸沢美加子ちゃん 
(6年生） 

木村祐介くん 
(1年生） 

（
ひま
わ
り
児
童
館
）
 

（
幾世
森
五
五
）
 

雪
「
一
五
ー
一〇
二
四
 

（
が
い
ど
う
児
童
館
）
 

（
金
山字
泉
田
一
九
）
 

”
」
一
五二
一
六
七
七
 

（
梅
泉

児
童
館
）
 

（
梅
田
字
平
野
一七
七
）
 

雪
二
八
ー
三
一
七
六
 

（
あ
じさ
い
児
童
館
）
 

（
七
ッ館
字
鶴
ケ
沼
二
〇
九
ー
一
）
 

雪
一
一
八
ー一
一
一
】
一
三一
 

私
は
、
大
き
な
積
木
あ
そ
び
が
大

好
き
で
す
。
子
ど
も
の
日
の
、
や

き
そ
ば
、
お
い
し
か
っ
た
。
 

（
っ
っ
じケ
丘
児
童
館口
 

（
神山
字
山
越
五
の
二
）
 

”
二
九

ー
三
〇
七
四
 

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
の
他
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
と
か
バ
ザ
ー
（
年
に
一

度
、
お
母
さ
ん
達
の
手
づ
く
り
の

作
品
等
を
販
売
）
が
楽
し
い
。
 

」，
登
 阿

 

ー
 

直
ゾ
？
 

《
ー
 

部
α
 

ん
 

（
杉
の
子
児
童
館
）
 

（
羽
野木
沢
字
隈
無
一
四
）
 

，
一
一
九ー
三
六
〇
一
 

幼
稚
園
の
と
き
か
ら
来
て
る
け
ど

遊
ぶ
道
具
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
し
、
 

友
達
も
沢
山
い
る
よ
。
 

（
い
く
じ

児
童

館
）
 

（
毘
沙
門字
中
熊
石
ニ
五
四
二
）
 

竺
三
ハ
ー
三
九
四
一
 

今
日
は
組
ひ
も

（
手
芸）
を
「
く
 

っ
て
い
る
け
ど
、
ぬ
り
え
と
か
、
 

オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム
な
ど
も
好
き
で
す
。
 

（
松
ケ
丘
児
童

館
）
 

（
松
野木
字
花
笠
九
一
干
一
六
）
 

雪
一一
九

ー
一
一
一
一
一一
〇一
一
 

藤田佳恵ちゃん 
(1年生） 

木村幸丸くん 
(1年生） 

成田知世ちやん 
(2年生） 

市民参加の植樹祭を開催 
＞日時 5月30日（日）午前 9時30分、送迎バス利用の

方は、午前 8時30分まで市役所前に集合 

ン場所 狼野長根公園 

レ申し込み締め切り 5月24日 農林課（内線215) 

＞その他 長ぐつ又はズック、軍手を用意してくだ

さい。昼食、使用道具は、市で準備します。参加

者全員に苗木の無償配布があります。 

「
子
ど
も
会
L
 

児
童
館
の
他
に
、
市
内
の
各
町

内
に
は
、
 「子
ど
も
会
」
が
四
十

八
団
体
あ
り
ま
す
。
 

小

・
中
学
生
の
他
、
リ
l
ダ

ー
 

と
し
て
高
校
生
が
活
躍
し
て
い
る

団
体
も
あ
り
ま
す
。
 

行
事
と
し
て
は
、
 一
例
で
す
が

キ
ャ
ン
プ
、
廃
品
回
収
、
奉
仕
、
 

い
も
煮
会
、
も
ち
つ
き
、
誕
生
会

な
ど
で
す
が
、
近
所
の
、
大
き
い

子
も
、
小
さ
い
子
も
、
 一
緒
に
活

動
で
き
る
「
子
ど
も
会
」
は
、
児

童
館
と
共
に
、
最
高
の
体
験
の
場

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
で
遊
ぶ
の
が
好

き
で
す
。
他
に
も
い
ろ
ん
な
も
の

が
あ

っ
て
、
児
童
館
っ
て
楽
し
い
。

ひ
ま
わ
り
児
童
館

(
幾
世
森
五
五
)

宮
三
五

一
O
二
同

私
は
、
大
き
な
積
木
あ
そ
び
が
大

好
き
で
す
。
子
ど
も
の
日
の
、
や

き
そ
ば
、
お
い
し
か

っ
た
。

つ
つ
じ
ケ
丘
児
童
館

(
神
山
字
山
越
五
の

二
)

宮
二
九
l

三
O
七
四 斎藤全くん

( 1年生)
藤田佳恵ちゃん

( 1年生)

今
日
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
だ
け
ど
、

い
つ
も
は
み
ん
な
で
野
球
で
す
。

児
童
館
は

一
年
の
時
か
ら
来
て
る

け
ど
、
い
つ
も
楽
し
い
。

か
い
ど
う
児
童
館

(
金
山
字
泉
田

一
九
)

宮
三
五
l

六
七
七

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
の
他
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
と
か
バ
ザ
1
(年
に

一

度
、
お
母
さ
ん
達
の
手
。
つ
く
り
の

作
品
等
を
販
売
)
が
楽
し
い
。

杉
の
子
児
童
館

(
羽
野
木
沢
字
隈
無

一
四
)

宮
二
九
l

三
六
O
一 中川富士雄くん

(6年生)
阿部直樹くん

(5年生)

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
、
か
ん
け
り
、

み
ん
な
楽
し
い
で
す
。

梅

泉

児

(
梅
田
字
平
野

一
七
七
)

宮
二
八
l

一
七
六

幼
稚
園
の
と
き
か
ら
来
て
る
け
ど

遊
ぶ
道
具
が
い

っ
ぱ
い
あ
る
し
、

友
達
も
沢
山
い
る
よ
。

い
く
じ
児
童
館

(
毘
沙
門
宇
中
熊
石
二
五
四
l

二

宮
三
六
l

三
九
四

一 戸沢美加子ちゃん
(6年生〉

.:Ia:. 

呈主

舘木村幸丸くん
( 1年生)

ブ
ロ

ッ
ク
あ
そ
び
、

ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
、
す
べ
り
台
、
み
ん
な
、
面
白

.U あ
じ
さ
い
児
童
館

七
ッ
館
字
鶴
ケ
沼
二
O
九
!
こ

宮
二
八

二

三

二

今
日
は
組
ひ
も
(
手
芸
)
を
つ
く

っ
て
い
る
け
ど
、
ぬ
り
え
と
か
、

オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム
な
ど
も
好
き
で
す
。

松
ケ
丘
児
童
館

(
松
野
木
字
花
笠
九
三
l

宮
二
九
l

三
三

O
一 木村祐介くん

( 1年生〉

成田知世ちゃん
(2年生)

ー
子
ど
ち
会
L

児
童
館
の
他
に
、
市
内
の
各
町

内
に
は
、
「
子
ど
も
会
」
が
四
十

八
団
体
あ
り
ま
す
。

小
・
中
学
生
の
他
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
高
校
生
が
活
躍
し
て
い
る

団
体
も
あ
り
ま
す
。

行
事
と
し
て
は
、

一
例
で
す
が

キ
ャ
ン
プ
、
廃
品
回
収
、
奉
仕
、

い
も
煮
会
、
も
ち
つ
き
、
誕
生
会

な
ど
で
す
が
、
近
所
の
、
大
き
い

子
も
、
小
さ
い
子
も
、

一
緒
に
活

動
で
き
る
「
子
ど
も
会
」
は
、
児

童
館
と
共
に
、
最
高
の
体
験
の
場

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市民参加の植樹祭を開催
じ〉日時 5月30日(Ii)午前 911寺30分、送迎パス利用の

方は、午前8時30分まで市役所lIIiに集合

c>場所 狼野長根公園

じ>申し込み締め切り 5月24f-i 農林諜(内線215)

じ>その他 長ぐっ又はズック、軍手を用意してくだ

さい。昼食、使用道具は.市で準備します。参加

者全員に苗木の無償配布があります。
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津
軽
ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会
 

短 

歌 

私
の
風
景
⑩
 

織
 
野
 

正
さ
ん
 

（
市内
字
敷
島

町
六
）
 

「絵
の
よ
う
な
ま
ち
の
遠
景
」
 

一
車
の
不

正
改
造

は
 

【
 

や
め
ま
し
ょ

・つ
“

"
 

平成5年5月15日 4 

あ
る
広
域
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
、
 

「近
頃
ど
こ
の
街
も
観
光
観
光
と

客
の
誘
致
に
必
死
だ
が
、
造
り
も

の
の
街
で
は
何
処
も
同
じ
風
景
」
 

と
言
っ
て
い
た
。
常
日
頃
、
そ
こ

に
住
ん
で
い
る
と
、
つ
い
足
も
と
 
 

の
よ
さ
を
忘
れ
が
ち
に
な
る
。
 

私
が
五
年
程
前

〔
よう
こ
そ
五

所
川
原
市
へ
〕
の
短
編
ビ
デ
ォ
制

作
に
と
り
か
か
っ
た
際
、
五
所
川

原
市
の
全
景
を
撮
れ
る
場
所
を
探

し
た
経
験
が
あ
る
0
焚
珠
の
山
、
 

神
山
、飯
詰
と
歩
い
た
。そ
の
中
で

山
の
中
腹
か
ら
見
る
素
晴
ら
し
い

傭
鰍
図
を
見
つ
け
た
。
毘
沙
門
の

農
業
セ
ン
タ
ー
前
を
登
り
上
が
っ

た
処
。丁
度
初
夏
の
頃
、下
に
放
牧

の
牛
、
山
あ
い
か
ら
見
る
五
所
川

原
市
の
遠
景
、は
る
か
左
に
、霞
の

上
に
岩
木
山
、
絵
に
描
い
た
よ
う

な
静
け
さ
の
中
に
、
か
す
か
に
列

車
の
汽
笛
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

だ
。
も
し
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
が
そ
の

頃
、
今
の
こ
の
地
を
歩
い
た
と
す

れ
ば
田
園
交
響
曲
も
変
わ
っ
た
曲

に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
 

人
よ
り
目
立
ち
た
い
、
荷
物
を

た
く
さ
ん
積
み
た
い
と
の
理
由
で
、
 

自
動
車
を
不
正
に
、
改
造
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
 

交
通
安
全
と
公
害
防
止
の
た
め

不
正
改
造
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
 

・

し
 〈

乗
用
車
の
改
造
の
一
例
〉
 

前
面
ガ
ラ
ス
、
運
転
席
、
助

手
席
の
窓
ガ
ラ
ス
に
着
色
フ
ィ
ル

ム
等
の
貼
付
。
 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ン
、
電
 

子
ホ
ー
ン
等
の
取
り
付
け
。
 

一
二
、前
照
、
灯
光
の
色
違
い
、
着
 
 

色
カ
バ
ー
の
取
り
付
け
。
 

車
体
外
へ
突
出
す
る
ワ
イ
ド

タ
イ
ヤ
。
 

鋭
い
突
起
の
あ
る
エ
ア
・
ス

ポ
イ
ラ
、
そ
の
他
車
体
の
鋭
い
突

起
。
 マ

フ
ラ
、触
媒
の
取
り
外
し
。
 

以
上
は
、
 一
例
で
す
が
生
活
環

境
を
破
壊
す
る
不
正
改
造
車
と
し

て
、
法
律
で
罰
せ
ら
れ
る
も
の
で
 

す
。
 

（運
輸
省
）
 

●

問
い
合
わ
せ
 

青
森
陸
運
支
局
 

廿
（
］
一
毛）
三
九
ー
一
五
〇
六
 
 

丘
の
上
に
牧
草
喰
ら
う
馬
三
頭
車
 

社
会
の
街
を
見
下
ろ
す
 

青
山
 
栄
治
 

友
情
を
誓
い
し
昔
の
言
葉
な
ど
ひ

る
が
え
る
木
の
葉
見
て
な
つ
か
し

む
 

赤
坂
千
賀
子
 

ひ
っ
そ
り
と
床
下
流
れ
る
春
宵
の
 

小
川
を
鴨
の
親
子
が
通
過
 

大
谷
 
恭
子
 

冬
麗
や
古
希
男
の
頭
の
隅
っ
こ
に

な
お
し
う
ご
め
く
叙
情
の
新
と
は
 

大
沢
 
寿
夫
 

白
鳥
の
鳴
き
ゆ
く
を
聞
く
暁
に
母

な
ぐ
さ
め
る
詩
を
書
か
ん
と
す
 

市
田
勝
一
郎
 

う
っ
す
ら
と
草
萌
え
出
で
し
土
手

の
辺
を
た
わ
む
れ
飛
ぶ
よ
雀
子
三

羽
 
吉

田
 
勇
蔵
 

（善
意
の
花
か
ご
）
 

回
社
会
福
祉
へ
 

〇
囲
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
II『
ー
五所
川
原

（
入江
勝
一
所
長
）
廿
チ
ャ

リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

（
二
十
四時
間
ス
イ
ム
リ
レ
ー
）
の
益
金
と
し

て
、
七
万
一
千
六
百
十
九
円
。
 

＠
市
立
図
書
館
へ
 

,
 

,
 

〇
新
日
本
婦
人
の
会
五
所
川
原
支
部
（
開
米
ハ
ギ
子
支
部
長
）
廿
新
刊
児
童
図
書
二
十
七
冊
 

＠
市
内
小

・
中
ニ
十
一
校
へ
 

〇
N
T
T
五
所
川
原
支
店

（
小
久保
仁
支
店
長
）
廿
「
N
T
T
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
大
賞
百
選
」
（
小
・
中学
生
の
 

優
秀
作
品
百
編
を
ま
と
め
た
文
庫
本
）
を
、
 一
校
に
つ
き
七
冊
。
 

…私
の
風
景
…⑬ 

織

野

正

さ

ん

(市
内
字
敷
島
町
六
)

「絵
の
よ
う
な
ま
ち
の
遠
景
」

あ
る
広
域
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
、

「
近
頃
ど
こ
の
前
も
観
光
観
光
と

存
の
誘
致
に
必
死
だ
が
、
造
り
も

の
の
街
で
は
何
処
も
同
じ
胤
は
が
」

と
A
T
a

け
っ
て
い
た
。
対
日
頃
、
そ
こ

に
住
ん
で
い
る
と、

つ
い
足
も
と

の
よ
さ
を
忘
れ
が
ち
に
な
る
。

私
が
五
年
程
前
〔
ょ
う
こ
そ

μ

所
川
原
市
へ
〕
の
短
編
ビ
デ
オ
制

作
に
と
り
か
か

っ
た
際
、

Jh所
川

原
市
の
全
川
却
を
掛
れ
る
場
所
を
探

し
た
ほ
れ
験
が
あ
る
。
党
珠
の
山
、

村
山
、
飯
山
川
と
歩
い
た
。
そ
の
小
で

山
の
小
版
か
ら
比
る
白
糸
川
ら
し
い

Aqb
人

附
敵
同
を
見
つ
け
た
。
川
比
沙
門
の

品
業
セ
ン
タ
ー
前
を
せ
り
上
が
っ

た
処
。
「
一
度
初
日
以
の
凶
、
ド
に
放
牧

の
午
、

山
あ
い
か
ら
見
る
バ
所
川

出
市
の
述
泣
、
は
る
か
花
に
、
同
の

k
に
打
木
山
、
絵
に
附
い
た
よ
う

な
静
け
さ
の
小
に
、
か
す
か
に
列

唱
の
汽
筒
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

だ
。
も
し
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
が
そ
の

凶
、
今
の
こ
の
地
を
歩
い
た
と
す

れ
ば
川
国
交
科
的
も
変
わ

っ
た
山

に
な

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

-・・・・・・・・・圃

車
の
不
正
改
造
は

や
め
ま
し
ょ
う

H
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勝
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所
長

)
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ャ

リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

(一一
卜
同
時
間
ス
イ
ム
リ
レ

l
)
の
益
金
と
し

て
、
七
万

一
千
六
百
十
九
円
。
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O
新
日
本
婦
人
の
会
五
所
川
原
支
部

(開
米
ハ
ギ
子
支
部
長

)
U
新
刊
児
童
阿
占
二
ト
ヒ
附

O
市
内
小
・
中
二
十
一
校
へ

O
N
T
T
五
所
川
原
支
庖

(小
久
保
仁
支
倍
長

)
1
「
N
T
T
ふ
れ
あ
い
ト
l
ク
大
賞
行
選
」

(小

・
中
学
生
の

優
秀
作
品
行
編
を
ま
と
め
た
文
防
本
)
を、

一
校
に
つ
き
ヒ
附
。

人
よ
り
口
伝
ち
た
い
、
比
例
物
を

た
く
さ
ん
柏
み
た
い
と
の
理
由
で
、

円
動
巾
を
不
正
に
、
改
造
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

交
通
安
全
と
公
宍
防
止
の
た
め

不
正
改
造
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ

〈
乗
用
車
の
改
造
の

一
例
〉

今
、
前
而
ガ
ラ
ス
、
逆
転
席
、
助

子
町
の
窓
ガ
ラ
ス
に
石
色
フ
ィ
ル

ム
手
の
貼
付
。

A

一、
ミ

ュ
l
ジ
y
ク
ホ

l
ン、

4

fr
ホ
l
ン
等
の
取
り
付
け
。

二
、
前
附
…
、
灯
光
の
色
述
い
、
将

善
意
の
花
か
ご

色
カ
パ

l
の
取
り
付
け
。

問
、
市
体
外
へ
突
川
す
る
ワ
イ
ド

タ
イ
ヤ
。

託、

鋭
い
突
起
の
あ
る
エ
ア

・
ス

ポ
イ
ラ
、
そ
の
他
市
体
の
鋭
い
突

出。六
、
マ
フ
ラ
、
触
媒
の
収
り
外
し
。

以
上
は
、
.
例
で
す
が
坐
活
環

境
を
破
壊
す
る
不
正
改
造
唱
と
し

て
、
法
作
で
澗
せ
ら
れ
る
も
の
で

す
。

(

辺
輸
省
)

V

問
い
合
わ
せ
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陸
運
支
局

宮

(
己
一
七
七

)
e
t
九
'
7
・k
O六

画

4 

恒

平成5年5月151:l

津
軽
ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会

社丘
会の
ぴ) 1--
i.FI に
を守文
S.!. 11 
下 11食
ろら

ず了すう
山 馬

互頁
車

栄
治

友
情
を
汗
い
し
廿
の
一
言
葉
な
ど
ひ

る
が
え
る
木
の
柴
凡
で
な
つ
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「ま
ち
に
花
と
緑
を
」
 

環
境
緑
化
ま
つ

り
 

四
月
二
十
一
日
よ
り
二
十
三
日

ま
で
の
三
日
間
、
市
役
所
前
お
祭
 

り
広
場
で
開
催
さ
れ
た
、
環
境
緑

化
ま
つ
り
は
、苗
木
の
無
償
配
布
、
 

緑
の
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
実
技
講

習
な
ど
、
連
日
好
天
が
続
き
、
お

お
ぜ
い
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
、
入
学
記
念
樹
の
苗

木
の
贈
呈
式
も
行
わ
れ
、
小

・
中

学
校
の
一
年
生
に
、梅
四
三
二
本
、
 

あ
ん
ず
八
八
二
本
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
 

雲
一
つ
無
い
四
月
二
十
九
日
の

早
朝
六
時
。上
は
七
十
歳
か
ら
、下

は
小
学
校
二
年
生
ま
で
の
市
民
約

百
人
は
、
岩
木
山
が
く
っ
き
り
浮

か
ぶ
、
河
川
敷
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
か
ら
、
乾
橋
の
下
を
通
り
、
片

道
約
千
五
百
メ
ー
ト
ル
、
往
復
三

千
メ
ー
ト
ル
を
走
破
し
ま
し
た
。
 

走
り
終
え
た
市
民
は
 
「こ
の
コ
 

ー
ス
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
景
色

が
抜
群
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節

毎
朝
走
り
ま
す
よ
」
 
と
、い
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
0
 

今
年
は
、
三
十
コ
も
花
を
つ
け
た
の
で
、
少
し
び
っ
く
り
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
花
の
直
径
は
十
ニ
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
 

色
が
真
紅
な
の
で
目
立
つ
の
で
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
、
き
れ
い
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
っ
て
、
ほ
ん
と
、
嬉
し
い
で
す
。
 

花
の
世
話
は
、
そ
れ
程
む
ず
か
し
い
も
の
で
も
な
い
ん
で
す
よ
。
 

夏
の
間
は
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
、冬
は
凍
ら
な
い
よ
う
に
、特
に
夏

の
排
水
だ
け
は
気
を
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
サ
ボ
テ
ン
は
熱
帯
が
ふ
る

さ
と
で
も
、日
本
の
む
し
暑
さ
に
は
参
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
ね
。
 

「

ケ）

ンャ
ク 

サボ

テン

」 

（孔
雀

サボ

テン

） 

小田桐純子さん 

（貧禾程） 

―気に目覚める 
おはようジョギング 

クジャクサボテン 

5 平成 5年5月15日 

ま
環合
境;E
緑吉
化管
まl竺

つ
り

同
月

a

一ト

a
-
H
よ
り
二
卜
三
円

ま
で
の
一二
日
間
、
市
役
所
前
お
祭
i

り
広
場
で
開
催
さ
れ
た
、
環
境
緑
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ま
つ
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は
、
仲
間
木
の
無
償
配
布
、

総
の
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
実
技
講

胃
な
ど
、
連
日
好
天
が
続
き
、
お

お
ぜ
い
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
入
学
記
念
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の
苗
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の
贈
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式
も
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わ
れ
、
小

・
巾

学
校
の

一
年
生
に
、
悔
問
三
二
本、

あ
ん
ず
八
八
二
本
が
附
ら
れ
ま
し

た
。
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ら
、
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は
小
学
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二
年
生
ま
で
の
市
民
約

丙
人
は
、
岩
木
山
が
く
っ
き
り
浮

か
ぶ
、

河
川
敷
の
ゲ
l
ト
ボ
l
ル

場
か
ら
、
乾
柿
の
ド
を
通
り
、
片

道
約
千
五
行
メ
ー
ト
ル
、
往
復
三

千
メ
ー
ト
ル
を
定
破
し
ま
し
た
。

危
り
終
え
た
市
民
は
「
こ
の

コ

ー
ス
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
景
色

が
抜
群
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節

毎
朝
定
り
ま
す
よ
」
と
、
い
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

小田桐純子さん

(薫未~I)
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」
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雀
サ
ボ
テ
ン
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今
年
は
、

二一
ト
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も
花
を
つ
け
た
の
で
、
少
し
び

っ
く
り
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
花
の
直
律
は
卜
二
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

色
が
点
紅
な
の
で
日
ぷ
つ
の
で
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
、
き
れ
い
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ

て
ド
さ

っ
て
、
ほ
ん
と
、
帰
し
い
で
す
。

花
の
川
話
は
、
そ
れ
科
む
ず
か
し
い
も
の
で
も
な
い
ん
で
す
よ
。

反
の
間
は
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
、
冬
は
凍
ら
な
い
よ
う
に
、特
に
夏

の
排
木
だ
け
は
気
を
つ
か

っ
て
い
ま
す
。
サ
ボ
テ
ン
は
熱
帯
が
ふ
る

さ
と
で
も
、日
本
の
む
し
暑
さ
に
は
参
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
ね
。
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県
下
短
歌

・
俳
句
●
川
柳
大
会
 

入
選
作
品
を
紹
介
し

ま
す
〇
 

梅

ま
つ
り
協

賛
 

短
 
歌
 
席
題
 
「

梅
」
 

老
い
の
身
を
奮
ひ
た
た
す
る
香
り
と
も
ひ
と
と
き
梅
花
の
逆
光
に
停
つ
 

新
谷
 

統

一
年
の
い
の
ち
充
し
て
ほ
こ
ろ
び
し
紅
梅
ゆ
ら
し
て
絶
え
ず
風
吹
く
 

片
桐
よ
し
子

咲
き
そ
め
し
紅
梅
一
枝
ひ
き
よ
せ
て
風
音
さ
む
き
山
に
か
な
し
む
 

大
平
 
洋
子

お
互
い
に
ゆ
っ
く
り
歳
を
と
ろ
う
ぜ
と
朽
ち
た
る
梅
に
声
か
け
て
ゆ
く
 

斎
藤
 
由
雄

花
に
ま
だ
い
さ
さ
か
早
き
紅
梅
の
万
の
つ
ぼ
み
の
枝
々
に
燃
ゆ
 開

米
 
藤
枝

風
に
む
せ
び
風
の
声
き
く
神
山
に
若
木
の
紅
梅
凍
と
匂
へ
り
 斎

藤
 

鰯
 

ほ
ほ
笑
み
も
言
葉
の
ひ
と
つ
梅
ま
つ
る
 

（
浪岡
）
千
葉
 
恭
秀
 

梅
さ
い
て
だ
ん
だ
ん
漢

（
おと
こ
）
淋
し
く
な
る
  

（
青森
）
徳
才
子
青
良
 

梅
咲
け
り
雨
に
鴨
の
唖
唖
（
あ
あ
）唖
唖
と
 
（
五
所
川
原
）
斎
藤
今
細
子
 

焼
き
肉
は
縮
ま
り
ゆ
き
ぬ
梅
ま
つ
り
 

（
板柳
）
桜
庭
 
楚
子
 

開
眼
と
い
ふ
素
直
さ
よ
梅
の
花
 

（
深
浦）
草
野
 
力
丸

濡
れ
て
梅
お
茶
の
作
法
は
識
ら
ず
享
（
う
）
く
 
（
金

木
）
長
内
 
舛
骨

梅
愛
陀
羅
紅
び
つ
し
り
の
雨
明
り
 

（
五所
川
原
）
尾
崎
 
泉
草

手
に
触
れ
る
梅
の
雫
の
匂
ひ
け
り
 

（
五所
川
原
）
対
馬
 
障
子

梅
紅
し
若
い
ま
ぶ
た
は
青
く
ぬ
る
 

（
五所
川
原
）
木
村
恵
九
坊
 
 

幼
な
木
に
凍
と
く
れ
な
カ
梅
育
「
 
（
五

所
川
原
）
三
上
 
北
人

紅
梅
や
汝
は
夷
（
えみ
し
）
の
血
吸
ひ
た
る
や
 

（
青森
）
浅
利
 
康
衛
 

席
題
 
「固
ま
る
」
「発
展
」
「育
て
る
」
「橋
」
 

愛
の
な
い
カ
ル
メ
ラ
焼
き
が
固
ま
ら
ぬ
 

（
青森
）
新
岡
二
三
夫
 

担
ぎ
屋
が
商
社
興
し
た
一
代
記
 

（
五所
川
原
）
菊
池
ふ
み
を
 

見
え
ぬ
瞳
の
中
で
マ
リ
モ
の
育
つ
音
 

（
八戸
）
小
野
 
公
樹
 

ふ
り
向
け
ば
ま
だ
呼
ん
で
い
る
風
の
橋
 

（
鶴
田）
太
田
 
北
歩
 

開
発
の
蔭
で
弱
者
の
声
が
す
る
 

（
板柳
）
斎
藤
し
げ
る
 

人
柱
呑
ん
で
風
突
く
橋
が
で
き
 

（
五所
川
原
）
加
藤
 
彩
人
 

札
束
を
背
負
っ
て
村
を
買
い
に
来
る
 

（
弘
前）
村
上
 
志
郎
 

子
育
て
の
唄
が
生
き
て
る
耳
の
底
 

（鶴
田
）
中
野
野
泣
子
 

も
う
風
に
舞
わ
ぬ
吹
き
溜
り
の
落
葉
 

（
五所
川
原
）
山
川
 
草
林
 

煮
凝
り
の
中
に
多
彩
な
業
が
棲
む
 

（藤
崎
）
佐
藤
 
悠
 

お
し
、り
せ
し
ま
す
 

身
体
障
害

者
の
 

巡
回
診
査
を
行
い
ま
す
 

，
対
象
者
 

③
補
装
具
等
の
交
付
、

修
理
を
必
 

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
 
要

と
す
る
人
 

け
る
た
め
、診
査
を
必
要
と
す
る
人
 
 

④
そ
の
他
、
身
体
障
害
者
で
、
医
 

②
障
害
の
程
度
に
変
化
が
あ
り
、
 

療
施
設
入
所
等
の
相
談
を
希
望
す

障
害
の
程
度
、

等
級
の
変
更
、

更
 
る
人
 

生
医
療
を
必
要
と
す
る
人
 

マ
診
査
科
目
及
び
場
所
、
日
程
 

●

耳
鼻

科
 

六
月
十
一
日
団
中
央
公
民
館
 

●

内
 
科
 

六
月
二
十
一
日
卿
中
央
公
民
館
 

●

眼
 
科
 

七
月
十
五
日
困
中
央
公
民
館
 

●

整
形
外
科
 

七
月
一
干
一
日
困
中
央
公
民
館

マ
受
付
時
間
 

各
科
と
も
午
前
八
時
三
十
分

ー
 

十

一
時
ま
で
 

▼
注
意
す
る
こ
と
 

脳
卒
中
等
に
よ
る
障
害
の
人
は
、
 

発
病
後
三
カ
月
以
上
経
過
し
て
い

る
》」と
 

内
科
受
診
者
は
、
次
の
資
料
を
持

参
す
る
こ
と
 

①
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
（
心臓
・

呼
吸
器
機
能
障
害
）
 

②
内
因
性
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
ク
リ
ア

ラ
ン
ス
値
又
は
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
 

、
ノ
濃度
の
検
査
結
果
（
腎
臓
機
能

障
害
の
み
）
 

③
健
康
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険

証
等
）
 

※
間
い
合
わ
せ
先
 

市
福
祉
事
務
所

福
祉
課
 

電
話

三
五
ー
二
一
一
一
番
 

（
内
線
三
七
一
番）
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老
い
の
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ひ
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す
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光
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だ
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咲
け
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机
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と

(冗
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斎
雌
A
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円
チ

ほ
ん
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焼
き
肉
は
縮
ま
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ゆ
き
ぬ
梅
ま
つ
り
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柳
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縦
庭
党
子

開
眼
と
い
ふ
素
直
さ
よ
梅
の
花
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浦
)
平

野

力

丸

濡
れ
て
梅
お
茶
の
作
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は
識
ら
ず
手

(う
)
く

(金
木
)
長
内

州
骨

舎か'九，，一

梅
円
安
陀
羅
紅
び
っ
し
り
の
雨
明
り

(五
所
川
原
)
尼
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泉
草

手
に
触
れ
る
梅
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雫
の
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ひ
け
り
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所
川
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対
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町
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ぬ
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ま
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て
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付
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す
る
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④
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医
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存
の
相
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す

る
人
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査
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び
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所
、
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①
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体
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手
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付
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め
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す
る
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②
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害
の
程
度
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等
級
の
変
更
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更
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医
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す
る
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卒
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発
病
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過
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次
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ン
ト
ゲ
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写
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呼
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害
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②
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ラ
ン
ス
杭
又
は
血
清
ク
レ
ア
チ

ニ

ン
濃
度
の
険
査
結
果

(腎
臓
機
能

障
害
の
み
)

③
健
康
保
険
証

(国
民
健
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最低賃金をお知らせします 

最 低 賃 金 別 
最低賃金額 

1 	日 1時間 

青森県最低賃金 七094 円 512 円 

産
業
別
最
低
賃
金
 

鉄 	鋼 	業 4,860 円 608 円 

電気機械器具製造業 も440 円 558 円 

各種商品小売業 4,400 円 550 円 

自 動 車小売業 生750 円 595 円 

家内労働旬間 
5月21日～31日 

仕事と‘緒にもらおう、渡そう 
家内労働手帳ノ 

＞問い合わせ 青森労働基準局（電話 0177-34-4111) 

「
ー
 
ー
‘ー

 

募集します 

平成 5年度 前 期 講 座 
働く婦人の家 

レ資格 市内に住所又は勤務先を有する婦人 

ン受講料 無 料（1オ料費は本人負担です） 

ン時間 午後 6時30分～ 8時30分 

レ申し込み先 新町働く婦人の家”35 - 8898 

＞受付時間 平日午前 8時30分～午後 4日寺45分 

土曜日 午前 8時30分～正午 

＞各講座とも定員になり次第締め切ります。 

＞募集内容 

講座名 曜日 回数 定員 受講期間 内 	容 

着 付 月 10 20 に
リ
 

月
 
2
4
 

［
目
［
ー
 

 
口刀
 
2
 
6
 

口H
  

着こなしのポイント 

日 舞 月 10 20 5月24日 
~7月26日 楽しく優雅に 

大正琴 水 10 10 に。
 
日
 

2
6
 

口H
['
  

日。
 
ワ
〕
 
只
〕
 
目

H
 
 

初歩から上級へ 

書 道 木 10 15 5月27日 
~7月29日 基本から 

茶 道 金 10 10 にリ
 
日

『
 

2
8
 

口H
【
‘
 
 

日
”
 

q
J
 
0
 

日
 

基本から 

ソフトボール／ 

平成5年度（第22回） 

採石業務管理者試験 
＞日日寺・場所 6月 1日（火）10時～午後0時30 

分青森県総合社会教育センター（青森市大字荒

川字藤戸119-7 ＞科目等 1．岩石の採取に関

する法令（環境関係法令を含む）2.岩石の採取

に関する技術的事項 ン願書受付等 5月 6 日 

（木）一・-5月21日（金） （郵送は 5 月21日まで消印

有効）提出先・青森県商工労働部鉱政保安課 

9 030 青森市長島1丁目1-1 ン提出書類 受験

願書‘履歴書・写真（手札形・ 6 カ月以内の撮

影‘上半身像・裏面に撮影月日・氏名・年齢を

明記）＞手数料 6,200円（県収入印紙を願書に

貼付言肖印・割巨「］は不要）＞郵送の場合 120円切

手を貼った返信用封筒を同封のこと レ問い合 ~ 

わせ 県商工労イ動音B鉱政保安課胃0177-22-1111 W 

（内線4190) 

青森県’ビジネえサポートセジタコ 
長期貸しブース二利用者を 

企業PRコーナーノ募集します 

＞対象 市内在住の女性でソフトボールの好き 

な方 

D期間 来年 3 月末まて了 

ン練習 週 2回 オく曜・金曜 

1哨111l時～午後 1日寺 

ン場所 松島町中央公園 

ン連絡先 五所川原ママーズ 蒔田まて了 

雪 34 - 4435 

/／う群磁ソフトテニス（軟式）/ 
初心者大歓迎．ク 

ン練習日 火、木、金 

ン時間 10:00-14 】 00 

ン経費 2,000円 

D連絡先 市内上平井町（嶋ロ） 

雪 34 - 2430 

3B 体 」暑／ 
●身体を動かしながら心身ともに 

リフレッシュ．ノ 

.20代～70代まで幅広く楽しめます。 

＞運動しやすい服装で直接会場へおいで下さい。 

＞日時 毎週水曜日 

10時30分～12時 

＞場所 働く婦人の家 2階 軽運動場 

お間い合わせは 雪35 一 9160 対馬 

客 35 - 1119 木村一 まで 

7 平成 5年5月15日 

平成 5年7月、青森県東京ビジネスプラザ内

に設置される「青森県ビジネスサポートセンタ 

ー」では、首都圏での企業活動を展開する共同

オフィスとして「長期貸しブース」「企業PRコ 

ーナー」の利用者を、広く青森県内の中小企業

者から募集します。 

（財）青森県中小企業振興公社

〒 030 青森市新町2丁目4番1号

青森県共同ビル 7階 

TEL 0177 -77 -4066 

FAX 0177 -73 -6208 

|募集します |

平成5年度前期講座
働く婦人の家

b資格 市内に住所又は勤務先を1-1ーする州人

b受講料無料(材料貸は本人負担です)

b時間午後 6 [1キ30分~811，'f30分

b申し込み 先新聞r{，動く刺入の家宮35-8898 

c>受付時間 平，1午前 8 時30分~!'I 二後 411，'f45分

UY1日午前 8 11寺30分~JIミ 1 1'

b各講座とも定員にな り次第締め切りますo

b募集内容

ロ存!仮名 ll/11U 1叶数 疋r-'..以日 受講 J~J 1:1] l人j う経

{[ H 月 10 20 5 月 2~ 1I おこなしのホイン卜
~7 月 2611

11 舞 月 10 20 5月24II 楽しく似維に
~7 月 2611

大正洋 水 10 10 5月26Fl 初1かから 1:級へ~ 7 fl28il 

，1ト ili 本 10 15 5月27日 J，lC_，j;:から
~ 7 }j29H 

茶道 イ長 10 10 5月28fl JHから
~7 刈 3011

β7トボールア
じ〉対象 市内在住の友性でソフトボーノレの好き

なヲヲ

b期間 来年 3月末まで

仁>練 習 jll!J 21"1 木曜・金 曜

午前11時~午後 1時

仁〉場所 松品l町，'，央公園

b連 絡先 五所川原ママーズ昨日1まで

霊宝 34 -4435 

/税紘ソフト-テニス(軟式)ア
初心持大歓迎グ

b練習日 火、木、金

b時間 10 : 00~14 : 00 

b経費 2，000円

b連 絡先 市内上平井町 (111r.}円)

宮 34-2430 

どと3B 体 壁プ
-身体を動かしながら心身ともに

リフレッシュ/

・ 20代~70代まで幅広く楽しめます。

じ〉運動しやすい服装で、直接会場へおいで下さい。

仁〉 日時 毎週水曜日

10時30分~12時

じ〉場所 {iJjIJく婦人の家 2階 軽運動場ー

お問い合わせは 宮 35-9160対馬

宮 35-1119木村 まで

7 手1&5;ド5山 511

平成5年度(第22回)

採石業務管理者試験
じ〉 日時・場所 6)] 1 11 (火)10時 ~ 午 後 O時 30

分青森県総合社会教アTセ ン タ ー ( 青 森 市 大 字 荒

川字雌ri119-7 c>科 目等 1 .岩石の採取に|対

する法令(環境関係法令を含む) 2.岩イiの採取

に関する技術的・j可1 c>願書受付等 5J=1611 

(木)~5 月 21 け(金) (郵送は 5月 21日まで消印

有効)払!廿l先 ・白森県商て労働音1)鉱政保安課

〒030 {j'森市長品 1 J'F11-1 c>提出書類 受験

願、作 ・履歴 L'r-・写真(手札形 .6ヵ月以内の技走

路 ・ 1-.半身像 ・衷 I員iに撮影)-JI=I・氏名 ・年齢を

I.lIJ記)C>手 数料 6，200円(県収入印紙を願拝に

Wiイ、j-.ri'l印 ・害IJ印は不安)C>郵送の場合 120円 切

手を貼った返信用封筒を同封のこと b問い合

わせ 県商てツ:;働部鉱政保安課宮 0177-22-1111

(内線4190)

青森県ビジネスサポートセン夕日
長期貸 しブース 〕利用者を ! 
企業PRコーナー j 募集します i 

平成5年 7月、青森県東京ビジネスプラザ内

に設問される「占森県ビジネスサホートセンタ

ー」では、首都聞での企業活動を展開する共同

オフィスとして「長期貸しブースJr企業PRコ

ーナー」の利用者を、広く青森県内の中小企業

者から持集します。

(財) I'Y森 県 中 小 企 業 振 興 公 社

〒030I'T森市新町2T目4番 1号

背森県共同ヒツレ71桝

T E L 0177 -77 -4066 

FAX 0177-73-6208 J 
最低賃金をお知らせします

車種

最低賃金別
最低賃金額

1 日 1時間

青森県最低賃金 4，094円 512円

鉄鋼業 4，860円 608円

電気機械器具製造業 4，440円 558円

各種商品小売業 4，400 円 550円

自動車小売業 4，750円 595円

家内労働旬間
5月21日r--J31日

仕事と品緒にもらおう、渡そう
家内労働手帳/

[>問い合わせ if会労働法準局(電話 0177-34-4111)



年 
納付組織に加入しませんか。この組織は、地

区の婦人会や納税組合など、みんなが協力し合

い、保険料を納めやすくするために生まれた組

織です。 

国 民 

*需曲ま需需需需曲需需需需需需雷曲需ままま曲**需曲需* 

欝 身も心もさっぱりする 富 
富 	健康相談室ノ＼どうぞ 篇 
需需*需需需需需雷需曲*ま*需需雷需需需需ま雷ま＊需需* 

レ対象】31二所川原にお住まいの方で、 ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事で心配されて 

る方 

）内容’血圧相談、病気の相談、心の相談 

）料金】無 半斗 

ン持参するもの】健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応じます 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

富士見コミュニテイセンター 5月25日因 10 : 30-42 : 00 

幾 島 集 会 所 5月26日困 10 : 00'-12 : 00 

金 山 昭 和 館 5月27日困 12 : 30-14 : 00 

コミュニテイセンター長橋 5月27日困 13 】 00-14 】 30 

長富消防センター 5月28日（劃 10 : 30-42 : 00 

馬 性 集 会 所 5月31日（月） 10 : 00-li : 30 

錦 町 集 会 所 6月1日因 9 : 30'-12 : 00 

石 田 坂 公 民 館 6月 2 日休） 10 : 30-12 : 00 

水 野 尾 集 会 所 6 月 2 日困 ii: 30-13 】 00 

高野文化セ ンター 6月 4 日（田 10 : 30-42 : 30 

野 里 公 民 館 6月 4 日（劃 13 : 30-15 : 00 

七 	和 	農 	協 6月 7 日（月） ii: 00-13 : 00 

コミュニテイセンター中川 6月 7 日田〕 10 】 30-12 : 00 

稲 実 集 会 所 6月 7 日（月） 10 】 30-42 : 00 

田 川 集 会 所 6月8日因 10 : 30-12 : 00 

恐 i r)子罷うす味料理講習会 
対象地区 開催月日 締め切り 開 催 場 所 

栄・みどり町・浅井 6月2日困 5月26日（水） コミュニテイセンター栄 

松 	島 	町 6月4日囲 5月28日囲 市保健センター 

ン時間】午前 9時30分～午後 1日寺 

ン献立】豆腐のピカタ、ほうれんそう（zンサラダ 

長芋スープ 

ン料金】無 米斗 

＞持参するもの：みそ汁（小ビンに入れて） 

健康手帳、 ごはん、ェプロン、筆記用具 

ン申し込み先】地区の保健協力員へ（参加申し 

込み用紙があります） 

駅東部第ニ地区土地区画整理

審議会委員がきまりました一」 
「広報ごしょがわら」 3月15日号でお知らせ

した、駅東部第二地区けニ地区画整理審議会委員

の選挙は、届け出のあった候補者の数が、選挙

すべき委員の数を超えないので、投票は行いま 

,士んて三した。 

土地の所有者から選ばれた審議会委員は次の

とおりです。 （敬称略） 

神自告二浪F・工藤清i欠・桑田茂樹（ーッ谷）、 

エ藤清則・木木寸清秀（上平井町）、 毛内金次郎 

（川端町）、 菊地祥一（敷島町） 

>問い合わせ 建設部都市計画課 

区画整理係 内線（235) 

水道は、どこでも安心うまい水 

―第35回水道週間― 
6月1日～6月7日 

月 	日 行事名 内 	容 開催場所 

6月 1 日 

5 
6月 6 日 

広報車の巡回 水道週購に）PR ん
J
 

ロ
J
 
 

6月 1 日 車両パレード 水道デーのPR 市内一円 

6月1日 

5 
6月 7 日 

懸 垂 幕 

水道週間 

（水道は、 

どこでも安心 

うまい水） 

水道事業所

庁舎 

6月 7 日 

水道デー 

午前10時から

午後3時まで 

花火 

10時，11時、12時 

おでん 

アイスクリーム 

パネル 
水道事業所

庁舎前 

水道検査機器 

陶器の展示 

2 級配管技工実施 

講習会 

6月 1日 

5 
6月 7 日 

母子家庭 

一人ぐらし老 

人 家庭巡回 

水道の相談 

パッキン等の 

無料修理 

各 家 庭 

6月 1日 

5 
6月 7 日 

庁舎見学開放 

水のギャラリー 

「ゆらぎの 

オアシス」 

水道事業所 

中央管理 

センター 

>問い合わせ （水道事業所）"34-91 11 

平成5年5月15日 8 

********会***，社会**************

護 身ちゅちさっぱりする 器
等 健康相談室へどうぞ 護

**************************** 
b対象 .五所川原にお住まいの)Jで、ご白身及

び家族の身体ぐあいの ，tcで心配されて

る方

じ〉内容 血圧相談、病気の相談、心の相談

c>料金 無 料

仁〉持参するもの 健康手帳(お持ちの方)

保健婦が相談に応じます

開催場所 開催月日 開催時間

富士見コミュニアィセンター 5月25日制 10: 30~12 : 00 

幾 怠1 集 コ4E5h PJr 5月26日休) 10 : 00~12 : 00 

金 山 Bs 手口 館 5月27Fl (本) 12 : 30~14 : 00 

コミュニティセンタ一長橋 5月27日休) 13 : 00~14 : 30 

長富消防センタ ー 5月28il(金} 10 : 30~12 : 00 

，馬 4性 集 τ4E 2h 所 5月31日(月) 10 : 00~11 : 30 

錦 町「 集 三てEミh 所 6月 1日以) 9:30~12:00 

石田坂公民 館 6刀2日(本) 10 : 30~12 : 00 

水 里子尾集会所 6月 2日(本) 11 : 30~13 : 00 

高野文化センター 6月 4 日(査当 10: 30~12: 30 

野 里 公 民 館 6月 4Fl (金) 13 : 30~15 : 00 

七 平日 段 協 6月 7円(月) 11 : 00~13 : 00 

コミュニティセンター中川 6月 7H(月) 10 : 30~12 : 00 

稲 実 集 コ4斗エ 所 6月 7~IUI) 10 : 30~12 : 00 

回 }I/ 集 dzx b、 所 6月 8日凶 10 : 30~12 : 00 

12ならで色うす味料理講習会
開催場所

じ>時間 :午前 9時30分~午後 1時

じ>献立 .豆腐のピカ夕、ほうれんそうのサラダ

長芋スープ

仁>料金 .無料

仁>持 参するもの 'みそ汁(小ビンに入れて)

健康手帳、ごはん、エプロン、筆記用具

仁>申し込み先 :地区の保健協力員へ(参加Fr'し

込み用紙があります)

圏直宮里司圃
納付組織に加入しませんか。この組織は、地

区の財人会や納税組合など、みんなが協力し合

い、保険料を納めやすくするために生まれた組

織です。

仁駅東部第二地区土地区画整理寸
審議会委員がきまりま した」

「広報ごしょがわら J 3月 15日 号 で お 知 ら せ

し た 、 駅 東 部 第 二 地 灰 七 地 区 画 整 理 審 議 会 委 員

の選挙は、届け出のあった候補者の数が、選挙

すべき委員の数を超えないので、投票は行いま

せんでした。

土地 の所有者から選ばれた審議会委員は次の

とおりです。(敬称略)

神崎二郎 ・工 藤 前 次 ・桑田茂樹(ー ッ谷)、

工藤清貝Ij・木 村 清秀(上平井町)、 毛内金次郎

()川端町)、 菊 地 祥 一 (敷島町)

b問い合わせ 建設部都市計画課

区画整理係 内線 (235)

水道は、どこでも安心うまい水

-第35固水道週間一
6月1日"'6月7日

) J H ff 'Ir才1 内 官室 JJH催場所

6月 1H 

広報中の巡/"1*ili遡I:f/のPR 市内 一 川

6刈611

6)J 1 Icl '/(1'可ノポレード 水道デーのPR 市内円

水道遡I:i]
6月 111 

水道'1ι業所
懸 耳h -h'~ (水道は、

f-J:~寺
6)J 7日 どこでも安心

うまい水)

花火

1011，1'. 1111寺、 12U"'f

おでん

水道デー
アイスクリーム

*道白iLj住所

6月 7日
'1'前10lt寺から

ハネノレ 庁合時ij

午後 3時まで
水道検王空機:?il'

陶Jr.f・の展示

2級配管伎て:k施

講習会

6月 1n 1:土子家ほ 水道の相談

一人くらし老 ハッキン等の 各家庭

6月 7日 人家l必巡!日l 無料修i'll

6)Jl日 水のギャラリー 氷道!J_c:;住所

庁舎見守:Im政 「ゆらぎの '1'央信'f'rr
6刀 7L1 

オアシスJ センター

じ〉問い合わせ (水道事業所)宮 34-9111

平成5年 5月15日 8 



母・久美さん 三男坊なんですよ。そのせいかあ

まり手がかからないような気がします。人見知り

もしませんし、私ものんびりやっています。大ら

かに育ってほしいと思っています。 

イ局月皐月 

市役所 公35  ユ111   

献血 

期 	日 時 	間 場 	所 

5月24日 

（月） 

午前10時から 

午後11時30分まで 

午後1時から 

午後 3時まで 

津軽東芝音響

株式会社前 

血奨成分献血 
献血できる方は、保健環境課までご連絡して

ください。 

、 
のびのび赤ちゃん・満1歳 

期 日 日寺 	間 場 	所 

月 	日 午前10時から 

午後 3時まて三 

市保健センター 

階 

6月 ~の保健センタH 「目談~ 日 
毎日の生活「の呼に了、育児、夜」~康面て二お悩みの

方、保健婦、看護婦、栄養士がお待ちし、 ゆっ

たりした気分で相談が受けれます。 どうぞご利

用ください。 

種 開 設 日 内 	容 

母と子の相談日 

第1、第3（金） 
6月 4日、 18日 
10 】 O0-12 : 00 
13 : O0'-15 : 00 
（第3の午後は
予約相談です） 

乳児、幼児の発
達相談、育児の

相談、お母さん
の悩みごと相談

など 

成人の相談日 

第2、第 4（金） 
6月11日、25日 
10 : 00-12 : 00 
13 : 00-15 : 00 
（第4の午後は

予約相談です） 

血圧の相談、食
事の相談、心身

でご心配なこと

など 

予約相談は随時、電話で受けイ寸けます。 

〈問い合わせ・連絡先〉 

市保健環境課健康推進係 （内線268・272) 

点検を 
重ねて築く火災ゼロ 

9 平成 5年5月15日 

すくすく健診 
ト場所 市保健センター （新町バス停前） 

ト時間 受付 12: 30から 

健診 12: 45か‘ら15: 00までトの予定 

ト持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

3歳児には個人通知いたします。 同封のアン 

ケートに記入して、尿を小ビンに入れて持参 

ください。 

※注意 （ユ)3 カ月健診に来れなかった方は、ネ申 

経芽細胞腫（小児がん） の検査セッ トを、母 

子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓口にも ， 

らいにきてください。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子 

さんはご遠慮ください。 

月 齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3力月児 
H5年 

2 月生まれ 

H5年 

6 月 8日因 

小児科診察、神経芽細胞腫

セット配布、育児情報交換等 

6力月児 
HI年 

11月生まれ 
6 月15日因 

離乳食の試食 

発達相談等 

1 歳児 
HI年 

5 月生まれ 
6 月21日卸 

育児情報交換 

発達相談等 

1歳 

6力月児 

H3年 

12月生まれ 
6 月22日因 

小児科・歯科診察 

丈夫な歯と顎になるためのお話 

3歳児 
H元年 

12月生まれ 
6 月17日（利 

小児科・歯科診察、尿検査

視聴覚検査等 

⑥母と子の相談日（第1・3金曜日） 

市役所 n35-2官官官

|献血 l
期 日 時 |百l 場 所

午前10時から

5月24日 午後11時30分まで 津軽東芝音粋

(月) 午後 1時から 株式会社前

午後 3時まで

|血祭成分献血 |
献血できる方は、保健環境課までご連絡して

くfごさレ、。

H寺 場 月T間ー

日|午前10時から |市保健センター

午後 3時まで| 階

16月の保健センター相談日 |
毎日の生活の中で、育児、健康面でお悩みの

方、保健婦、看護婦、栄養士がお待ちし、ゆっ

たりした気分で相談が受けれます。どうぞご利

用ください。

種 月IJ 開設日 内 各-

第 1、第 3(金)
乳児、幼児の発「

6月4目、 18日

母とチの相談日
10 : 00~12 : 00 

達相談、育児の

13 : 00~15 : 00 
相談、お母さん

(第3の午後は
の悩みごと相談

予約相談です)
など

第2、第 4(金)
血圧の相談、食

6月11日、 25n

成人の相談日
10 : 00~12 : 00 

' l~の相 l談、心身

13 : 00~15 : 00 
でご心配なこと

(第4の午後は
など

予約相談です)

予約相談は随時、電話で受け付けます。

〈問い合わせ・連絡先〉

市保健環境課健康推進係 (内線268・272)

点検を
重ねて築く火災ゼロ

9 平成5年5月日

のびのび赤ちゃん・満1歳

中島亮介ちゃん

母・久美さん ミ見上:Jjなんですよ。そのせいかあ

まり子がかからないような気がします。人見知り

もしませんし、私ものんびりやっています。大ら

かに育ってほしいと思っています。

¥すく....すぐ ;健:誇..'
砂場所 rli保 健 センター(新町バス停前)

惨 時 間 受 付 12: 30から

健診 12・45から 15: 00ま で の 予 定

砂持参するもの 母子健康手帳、パスタオル

3歳児には個人通知lいたします。同封のアン

ケートに記入しで、尿を小ピンに人れで持参

くださし、。

※ 注 意 ① 3ヵパ他診に来れなかった方は、神

経"*細胞腫 (小児がん)の険査セットを、母

子健康子i険を持参のうえ保健環境諜窓口にも

らいにきでくださし、。

②病気僚主主11-1(什ーに伝染性の病気)のお子

さんはご遠慮ください。

月齢 対象児 期円 E 寺内容

3ヵ月児
H5年 H 5年 小児科診察、神経芽細胞腫

2月生まれ 6月8日(:k)セγト配布、育児情報交換等

6ヵ月児
H4年

6月15日(大)
離乳食の試食

IIfl'I:まれ 発達相談等

1歳児
H4年

6月21日(月)
育児情報交換

5月生まれ 発達相談等

1歳 H 3 {ド
6月22日伏)

小児科・歯科診察

6ヵ月児 12丹生まれ 丈夫な歯と顎になるためのお話

3歳児
H元年

6月17日(村
小児科・歯科診察、尿検査

12丹生まれ 視聴覚検査等

@母と 子 の 相 談 日 ( 第1 ・3金曜日)
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「親子リズムの会」「「事 

ズ
ム
遊
び
が
中
心
の
「
親
子
リ
ズ

ム
の
会
」
の
会
場
で
す
。
 

「ひ
と
り
で
は
大
変
な
子
育
て

も
、
み
な
さ
ん
で
楽
し
く
や
「
て

い
る
う
ち
に
、
い
ろ
ん
な
も
の
が

見
え
て
き
て
、
子
育
て
に
、
あ
ま

り
神
経
を
使
い
過
ぎ
る
と
、
か
え

っ
て
良
く
な
い
こ
と
な
ど
、
よ
く

わ
か
「
て
く
る
ん
で
す
よ
。」
と
、
 

代
表
の
開
米
ハ
ギ
子
さ
ん
。
 

就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
、
お
母

さ
ん
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
、
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
 

毎
週
火
曜
日
、
午
後
一
時
よ
り

栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。
 

問
い
合
わ
せ
 
「
親
子
リ
ズ
ム
の

会
」
雪
三
四
上
ハ
九
一
二

（
工藤

さ
ん
）
 

子
供
の
笑
い
声
と
、
お
母
さ
ん

達
の
明
る
い
声
が
、
部
屋
中
に
響

き
ま
す
。
 

幼
児
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
十
数
人
、
ど
の
子
も
、
ど

の
子
も
、
思
い
き
り
か
け
回
り
、
 

元
気
い
「
ぱ
い
。
 

こ
こ
は
、
週
一
度
、
子
供
と
お

母
さ
ん
が
集
ま
っ
て
、手
遊
び
、リ

ズ
ム
遊
び
、
歌
、
絵
本
、
折
り
紙

な
ど
、
手
足
の
発
達
、
大
脳
の
発

達
等
を
促
す
、
軽
く
て
楽
し
い
リ
 

天まであがれ万 

難
察
 

い
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
 

市
民
の
み
な
さ
ま
、
お
元
気
で

す
か
。
 

こ
の
欄
は
、
み
な
さ
ま
と
、
広

報
ご
し
ょ
が
わ
ら
編
集
室
と
の
語

ら
い
の
場
で
す
。
 

役
所
の
こ
と
で
も
、
ご
自
身
の

こ
と
で
も
、
お
気
付
き
に
な
ら
れ

た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
あ
な
た
の

回
り
の
楽
し
い
、
珍
ら
し
い
こ
と

な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
。
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
ー
と
思
い
 

ま
す
。
 

（
内線
三
一
八
）
s
 

市役所・公35 - 2111 

各種相談コーナー  
（無料） 

ン県の移動交通事故相談所 

毎月第 2 ・第4火曜日 

午前10時～午後 3日寺 

＞人権擁護委員相談所 

毎週金曜日 

午前10時二～J午後 311寺 

ン行政相談委員相談所 

毎週木曜日 

午前10時～午後 311寺 

ン少年相談センター 

毎日 胃34 一 2941 
以上市民相談室（内線281) 

一 ＞消費生活苦情相談 県委嘱 2名 

v 毎月第1・第 3 水曜日 

午後 1時～午後 411寺 

〔中三ラ＝’パート〕雪34 - 3131 

レ教育相談 水曜日 午後1時30分 

〔市中央公民館〕雪35 一 6056 

＞母と子の相談 第1・第 3 金曜日 

10時より12時 午後 1時より午後 3日寺 

（第3 金曜の午後は予糸勺相談） 

〔市保健センター〕（内線268) 

ン成人0舛目談 第 2 ・第4 金曜日 

10時より12時 午後1時より午後 3日寺 

（第4 金曜の午後は予紅J相談） 

〔市保健センター〕 （内線268) 

古立口虫1は田 し 
I干」口P中寸」二土し 

史跡めぐり 
（参加者募集） 

’ト日時 6月 6 日 （日） 

トコース 

五所川原中三デパート前発 6 : 30～鶴田～ 

板柳～藤崎～黒石～発荷峠～白萩平～田子城 

跡～住谷野（南部料理）～三戸城、温故館～ 

南部公霊廟～新渡戸記念館～青森～五所川原 

中三デパート前着19: 30 

ト集合時間・場所 

五所川原中三デパート前午前 6 : 30 

ト会費 6,380円 （率＋理・見学料込み） 

ト申し込み先 

青森県歴史の道整備促進協議会 

事務局（"0177 - 22 一 9020) 

ト申し込み締め切り 5月29日 （土） 

ト申し込み受付時間 

午前 8時30分～午後 4 時まて了 

（日曜日、祝日を除く） 
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包~.恒三宮=ー楽しく 「
や

て

ρρ 手

市役所・宮35-2111 

各種相談コーナー
(無料)

手足を伸ばし
1、2、1、2.1

「親子リズ、ムの会」

~ .... ず

議会

ヲミまであがれグ

チ
供
の
笑
い
声
と
、
お
母
さ
ん

達
の
明
る
い
戸
が
、
部
居
中
に
響

き
ま
す
。

幼
児
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
チ

さ
ん
が
十
数
人
、
ど
の
チ
も
、
ど

の
子
も
、
思
い
き
り
か
け
凹
り
、

元
気
い
っ
ぱ
い
。

こ
こ
は
、
週

一
度
、
子
供
と
お

母
さ
ん
が
集
ま

っ
て
、
手
遊
び
、
リ

ズ
ム
遊
び
、
歌
、

絵
本
、

折
り
紙

な
ど
、
手
足
の
発
達
、
大
脳
の
発

達
等
を
促
す
、
軽
く
て
楽
し
い
リ

仁>県の移動交通事故相談所

毎月第 2 ・第 4火曜 H

午前10時~午後 3時

じ〉人権擁護委員相談所

毎週金曜日

午前10時~午後 3時

仁>行政相談委員相談所

毎週木曜日

午前10時~午後 3時

仁〉少年相談センター

毎日 宮 34-2941 
以上市民相 談室(内線281)

じ>消費生活苦情相談 県委嘱 21'，

毎月第 1 ・第 3水曜 H

午後 1時~午後 4時

〔中三 デパート〕 宮 34-3131 

じ>教育相談 ノ'Kr聡 n 午後 llk'J'30分

〔市中央公民館〕 宮 35-6056 

c>母と子の相談 第 1 ・第 3{Jそf1f長円

101侍より 12H寺 LI二千灸 111寺より守二後:3H寺

(第 34訟曜の午後は 予約キLlit炎)

〔市保健センター) (内線268)

仁>成人の相談 第 2 ・節 4令 s1'f11=1 

1011寺より 12s寺 L'F千三~ 1 11#より /1二千d;:311寺

(第 4金曜の午後は予約十11談)

[ I打保健センター) (内線268)

ズ
ム
遊
び
が
中
心
の
「
親
子
リ
ズ

ム
の
会
」
の
会
場
で
す
。

「
ひ
と
り
で
は
大
変
な
子
育
て

も
、
み
な
さ
ん
で
楽
し
く
や
っ
て

い
る
う
ち
に
、
い
ろ
ん
な
も
の
が

比
え
て
き
て
、
子
育
て
に
、
あ
ま

り
神
経
を
使
い
過
ぎ
る
と
、
か
え

っ
て
良
く
な
い
こ
と
な
ど
、
よ
く

わ
か

っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。」

と、

代
表
の
開
米
ハ
ギ
子
さ
ん
。

就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
、
お
母

さ
ん
で
あ
れ
ば
、
い

つ
で
も
、
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
、
午
後

一
時
よ
り

栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。

問
い
合
わ
せ

「
親
子
リ
ズ
ム
の

会」

宮
三
阿
l

六
九

一二

(
工
藤

さ
ん
)

南部料理と
史跡めぐり

(参加者募集)

い
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ま
、
お
元
気
で

す
か
。

こ
の
欄
は
、
み
な
さ
ま
と
、
広

報
ご
し
ょ
が
わ
ら
編
集
室
と
の
語

ら
い
の
場
で
す
。

役
所
の
こ
と
で
も
、
ご
自
身
の

こ
と
で
も
、
お
気
付
き
に
な
ら
れ

た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
あ
な
た
の

回
り
の
楽
し
い
、
珍
ら
し
い
こ
と

な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
。
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
ー
と
思
い

ま
す
。

(
内
線
三一

八
)

S

炉日目寺 6月 6日

惨コース

五所川原中三デハートtiH発 6 : 30~飢 III ~

板-1'91ト~厳l崎---;耳石~発1~'f峠~í l萩平~rl l 子城

跡、~住谷野(南部料玉虫)~ 一三戸城、 rllll故館~

南部公'JJ~廟~新渡戸記念館~tr森~百万í'}11原

中三デパート前着19: 30 

砂集合時間・場所

五所川原中三 デ、パート前午前 6 : 30 

'会費 6，380円(料理 ・凡学 料込み)

惨申し込み先

青森県歴史の道整備促進協議会

事務 局(宮 0177-22 -9020) 

惨申し込み締め切り 5月29日

除申し込み受付時間

午前 8時 30分~午後 4時まで

(日曜日、祝日を除く)

)
 

円(
 

(土)

10 平成5年5月15日
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